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論文内容要旨
 Carboxyme旗y王ce1Mose(以下CMCと呼称)は,その粘性,及び分子内にカルボキシル基を
 有している特性などから,今後,人工唾液への粘性付与あるいは唾液蛋白の代用として利用でぎ
 る可能性がある。従って,本砺究では,C腋Cが脱灰されたエナメル質の再石灰化にどのような
 影響を及ぼすか,さらに再石灰化に深く関係していると思われるフッ素と共存する場合にどのよ
 うな役割を果たすかを検討した。一
 ヒト。エナメノレ質を0.圭M/量季む酸,3.OmM/£Ca,1.8mM/旦P,i%CMCを含むp鷺
 4.5の脱灰液にま2時間浸漬して脱灰した。脱灰したヒト。エナメル質をi%C瓢Cの有無及び3
 ppmフッ素の有無の緩み合わせからなる4種の再石灰化液〔①0%C瓢C,一〇ppmF(以下C
 OFOと呼称)②1%CMC,GppmF(以下CiFOと呼称)③0%CMC,3ppmF(以下C
 OF3と呼称)④1%CMC,3ppmF(以下C圭F3と'呼称)のいずれも3.OmM/£Ca,L8
 mM/旦P,150mM超Nacl,pH7,0の溶液である〕に10日間浸漬し,それらについて,再
 石灰化エナメル質のCa量,Ca/P比,フッ素取り込み量を化学分析し,またmicro澱diograp醇
 を屠いてミネラル量を算畠し,再石灰化の程度を評価した。さらに,その再石灰化エナメル質を
 1N過塩素酸溶液に漫漬し,再石灰化ミネラルの酸抵抗性を盤icroraδiogra⑳yを利用したミネ
 ラル量で評価した。その結果ナ
 王)ClF3のフッ素取り込み量はCOF3の約2倍であり,第1暦～第4麟において統計学的有
 意差が認められた。(P<0.G5)。
 2)microrad沁grap難yを利用した再石灰化の評価ではClFOが最も低いミネラル量であった。
 COFO,COF3,ならびにCiF3で閉らかな再石灰化が確認されたが,COF3のミネ
 ラル量はCOFO,CiF3より低い旗両にあった。
 3)酸抵抗性を示すmicrorad圭ogra碑yの不透過像がClFOでは認められなかったが,他の3群
 では確認された。酸抵抗性を示すmicごorad圭ograp厨の特徴は,COF3,ClF3では再石灰化
 部に均一にみられ,特に表層と底部で顕著であった。しかし,COFOでは均一性が認められな
 かった。
 4)Ca量及びCa/P比は,再石灰化評価の十分な指標となり得なかった。
 これらの結果から,比較的大きな分子量(5G,000～120,000)をもつCMCは,フッ素と共存
 する場合にはフッ素取り込み量と再石灰化を促進し,フッ素と共存しない場合には再石灰化を抑
 制することが示唆された。
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審査結果要旨
 Carboxyme磁ylceiluiose(以下CMCと呼称)は,その結性,及び分子内にカルボキシル基を
 有していることなどから,今後,人工唾液への粘性付与あるいは唾液蛋白の代用として利用でき
 る可能性がある。
 本研究は,脱灰されたエナメル質の再石灰化にCMCがどのような影響をおよぼすか,さらに
 再石灰化に深く関係しているフッ素と共存する場合にはどのような役割を果たすかについて検討
 したものである。先ずヒト・エナメル質を0.1M乳酸,3.OmMCa,1.8mMP,1%C酸C
 を食むpH4.5の脱灰液にi2時間浸潰して脱灰する。次いで1%CMCの有無及び3PPmフヅ素
 の有無の組合わせからなる4穫り再石灰化液〔①0%CMC,Opp盤F(以下COFOと呼称)
 ,②圭%CMC,Opp無F(以下ClFOと呼称)③0%CMC,3pp通F(以下COF3と呼称)
 ④1%CMC,3ppmF(以下ClF3と呼称)のいずれも3.OmMCa,L8mMP,150mM
 NaCi,pH7.0の溶液である〕に沁日間浸漬し,それらについて,再石灰化エナメル質のC3量,
 Ca/P比,フッ素取り込み量を化学分析し,また面croradio望ap麹を利用してミネラル量を算
 鐵し,再石灰化の程度について評価した。さらに,その再石灰化エナメル質を1N過塩素酸溶液
 に浸漬して再度脱灰し,再石灰化ミネラルの酸抵抗性についてmicroradiography法で評価した。
 その結果,
 1)ClF3のフッ素取り込み量はCOF3の約2倍であり,第1屡～第4屡において統計学的有
 意差が認められた。
 2)microradiograp縛を利用した再石灰化の評価ではCOFOが最も低いミネラル量であった。
 COFO,COF3,ならびにCiF3では明らかな再石灰化が確認されたが,COF3のミネラル
 量はCOFO,CIF3より{感力・つた。
 3)酸抵抗性を示すmicrorad量ograp麺の不透過像がClFOでは認められなかったが,飽の3群
 では確認された。酸抵抗性を派すmlcごoradiograp麺の特徴は,coF3,clF3では再石灰化
 部に均一にみられ,特に表麟と底部で顕著であった。しかし,COFOでは均一性が認められな
 かった。
 4)エナメル質研磨削除法を利用する各層ごとのCa量の測定及びCa/P比は,再石灰化評価の
 十分な指標とならなかった。これらの成績から,比較的大きな分子量(50,000～120,000)をも
 つCMCは,フッ素と共存する場合にはフッ素の取り込みと再石灰化を促進し,フッ素と共存
 しない場合には再石灰化を抑謝していると結論した。
 以上のごとく本研究は,唾液と類似した物性を有するCarboxy磁e旗ylc磁ulose存在下での再
 石灰化と,それに関与するフッ素との関係について,ヒト・エナメル質を使用する試験管内実験
 成績として示すことにより,口腔内の唾液存在下での再石灰化とフッ素との関係について推測す
 る資料を提供したものであり,この分野への貢献は大ぎい。よって歯学博士の学位授与に値する
 ものと認定する。
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